
江陰市紹介

21年前を振り返って21年前を振り返って
　上州藤岡上杉管領太鼓　上州藤岡上杉管領太鼓

上原　徳夫さん 　上原　徳夫さん 　

　21年前に江陰大橋の完成を祝し、江　21年前に江陰大橋の完成を祝し、江
陰市の方々からの熱烈な歓迎の中で太鼓を陰市の方々からの熱烈な歓迎の中で太鼓を

演奏したことは、今でも鮮明に覚えています。今後も多くの演奏したことは、今でも鮮明に覚えています。今後も多くの
人にエネルギーある中国を体感していただき、友好都市交流人にエネルギーある中国を体感していただき、友好都市交流
が末永く続いていくことを切に願います。が末永く続いていくことを切に願います。

中国江陰市との架け橋中国江陰市との架け橋
～友好都市締結から20周年～～友好都市締結から20周年～

国・省国・省　中国江蘇省　中国江蘇省
人口人口　約126万人　約126万人
面積面積　987.5㎢（藤岡市の　987.5㎢（藤岡市の
約5.5倍）約5.5倍）
気候気候　年間平均気温16℃　年間平均気温16℃
年間降水量　年間降水量　1,100㎜1,100㎜
緯度緯度　北緯31°　北緯31°

位置位置　江蘇省の南部に位置し、北に長江（揚子江）、　江蘇省の南部に位置し、北に長江（揚子江）、
南に太湖で有名な無錫市、東には上海、西には南京南に太湖で有名な無錫市、東には上海、西には南京
といった中枢都市がありますといった中枢都市があります
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④④藤岡ジュニア囲碁大会で藤岡ジュニア囲碁大会で江陰江陰
市囲碁交流訪問団による指導対局市囲碁交流訪問団による指導対局

⑦８万枚のマスク寄贈に感謝を⑦８万枚のマスク寄贈に感謝を
表す新井市長表す新井市長
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⑥来藤をマーチングと合唱で歓⑥来藤をマーチングと合唱で歓
迎する藤岡第二小学校児童迎する藤岡第二小学校児童

⑤サクラの苗木300本を江陰市内⑤サクラの苗木300本を江陰市内
徐霞客公園内に植樹徐霞客公園内に植樹

③③藤岡市で友好都市締結調印式藤岡市で友好都市締結調印式①サッカー代表団が江陰市で交①サッカー代表団が江陰市で交
流試合流試合

市民友好訪問団
　藤岡市国際交流協会主催　藤岡市国際交流協会主催
による市民訪問団は、平成による市民訪問団は、平成
10年から始まり計15回、市10年から始まり計15回、市
民271人が江陰市を訪問し、民271人が江陰市を訪問し、
市民レベルで交流が図られ市民レベルで交流が図られ
ています。ています。

②江陰大橋の完成を祝う上州藤岡②江陰大橋の完成を祝う上州藤岡
上杉管領太鼓による太鼓演奏上杉管領太鼓による太鼓演奏

江陰市中山公園内「千年紫藤」江陰市中山公園内「千年紫藤」
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